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図 3に示すようにグループ Aでは 5名中 4名，グループ Bで
は 4名中 2名が ICの法定速度 40km/hを守って走行し，グルー
プ Aでは約 4km/h，グループ Bでは平均約 7km/h超過した．
また，グループ A の全員が運転交代から IC へ入るまでの間で
法定速度 40km/h 付近まで減速を行っていた．それに対し，グ
ループ B では 2 名の被験者においてそうした減速がみられず，
運転交代し高速道路から ICに入るところで減速を行っていた．
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図 3 速度の変化
4 おわりに
本研究では，運転交代要請時の指差し呼称による確認の有効
性の検証をし，指差し呼称により的確な減速行動が行われること
を確認した．今後の課題は走行環境の違いが運転行動分析およ
び動作時間を考慮した指差し呼称による確認方法の検討である．
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